
輸入消費税の設定方法 

 

発展会計で、輸入消費税の設定、及び運用方法について変更がありましたので、お知らせいたします。 

 

【概 要】これまで下記税区分を利用すると、消費税計算書の付表２「⑩課税貨物に係る消費税額」

に、正しい数値を転記できていない場合がありました。そのため、外国からの輸入品に対する消費税

の取扱いについて、以下のように税区分を変更いたします。 

 

 課税売上対応課税貨物内税５％（仕貨課内５）⇒通常の課税売上対応課税仕入内税５％と同じ扱い 

 課税売上対応課税貨物外税５％（仕貨課外５）⇒通常の課税売上対応課税仕入外税５％と同じ扱い 

 課税売上対応課税貨物別記５％（仕貨課別５）⇒輸入仮払消費税対応・・・① 

 課税売上対応課税貨物別記用５％（仕貨課用５）⇒利用しない（今後削除の方向） 

 

①の輸入仮払消費税対応の概要は、以下の通りです。 

・ 仮払消費税（システム項目）とは別に、輸入消費税用の科目を新規に追加してください。 

・ 輸入消費税となった科目と、税区分「課税売上対応課税貨物別記５％（仕貨課別５）」が対応し

ます。 

・ 輸入消費税となった科目で登録された金額の 80％相当額が消費税計算書の付表２「⑩課税貨物

に係る消費税額」に反映されます。 

付表２ ⑩課税貨物に係る消費税額 ＝ 「輸入消費税となった科目の集計額」×80％ 

・ 年次繰越の際は、輸入消費税となった科目も残高のチェックを行います。（残高が残っていれば、

年次繰越ができないように設定されています）決算整理時の消費税精算仕訳などでご登録いただ

くようお願いいたします。 

 

 

設定方法については、次頁より説明いたします。 

 

 



【設定方法】 

１．輸入消費税用の科目を追加してください。科目マスタ登録で、その他流動資産の配下などに輸入

消費税用の科目を追加します。（下記の事例では、「輸入消費税」としております） 

 

 

２．会計マスタ登録で輸入消費税とする科目を設定してください。 

 



３．登録後、再度科目マスタ登録を確認してください。画面右上に「システム項目」と設定されてい

れば、設定は完了です。 

 

 

４．輸入用の税区分である「課税売上対応課税貨物別記５％（仕貨課別５）」を使用するに移動します。 

 

以上で設定については完了です。 



５．仕訳事例 

① 上海商事から商品（180 万）を手数料（3,700 円）とともに海外から仕入れた。 

② 輸入の手続きは代行業者に任せ、手数料を関税（30,400 円）・消費税（95,000 円）とともに

支払った。 

 

①の仕訳（輸入消費税に対応する商品についての税区分は「仕貨課別５」を利用します。） 

 

 

②の仕訳（税関などに支払った消費税額を入力します） 

 

 



６．消費税計算書を確認します。 

輸入して仕入れた商品の税額は以下の通りに表されます。（輸入消費税とした科目（輸入消費税）

に対応した科目（商品仕入高）の税額が算出されます。 

 

 

仕貨課別５に対応する税額の 80％が、付表 2 の⑩課税貨物に係る消費税額に反映されます。 

 

以上 


